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あ る 開 業 医 の 手 紙




難かしいものであるかどうか,特 にこの点について,私 の貧 しい体験から得た考えを述べて
見ましよう
大体何科によらず,専 門を標榜 しての開業は,さ ほど安易なものではありませんが,と も
かく曲りなりにも泌科専門でやつて来た私には・泌科 という専門が開業医として成立するか
どうかが,一 般に漠然と想像 される程至難な業ではないと考えられます 古 くから泌科医と
いう表現は,性病医と同義にとられて来 ま した.「御専門は?」 「泌尿科です」と答える
と,相手は大抵ニヤニヤ下卑た笑を浮べます 泌科医の開業 といえぱ,盛 り場につづ く暗い
横丁に,紅 い電灯をともして,蜘蛛が巣を張つて獲物のかかるのを待つ,という風情のもの





ます その2,3に ついて私な りの哲学を披渥 してみます1




外科の開業医の場合でも,レ ソ トゲンは勿論・昨今では気管麻酔器の設備も要求される今 日
です.た とえ個人開業であつても,専門となればそれに応ずる相当な設備が必要なことは言
を侯ちません.私 の所はベツ ト20床の大体中級の外科医なみの診療所です 泌科専門の特色
を出すために,外 科ではやれないピエログラフイー・砕石術・膀胱腫瘍電気凝固術程度は何
時でもやれる設備は,何 とかして具えました.尤 も一朝一夕に取揃へたものでなく・長い期
間に拡充 して来たものであることは,申 す迄もありません.然 しこの程度の装備は最低限で
しよう.これに関連 して機構の問題があります 私の所は医師は私一人・看護婦4・ 他に事






を持ちました.患者の絶対数から申せば,守 備範囲の広い外科には及びません.し か し医師
と患者の比率を考えて見れば,泌科医一人当 りの配分は決 して少ないとは断定 し得 ません.
それ より思いを致すべ きは,従来当然泌科で扱おれるべき患者が,他 の科に侵蝕 されている
点で しよう.例えば腎孟炎,膀 胱炎は内科婦人科に,尿 石,尿 路結核は外科に,と いつた具
合にです.シ ーザ ーのものはシーザーにかえせ.泌 科患者を我々の手に奪還するには,一 般




を出 して,ウ ログラムめ供覧などしました.こ のP.R.はかなり成果がありました.全科
医,内 科婦人科か らは協力を得ました.外科 も若いアルツ トは反応 してくれましたが,高 い
城砦はまだまだ堅固のようです.彼 等は 「デルマはさつぱ りだが・ウロは何 とかやれる」と
よく申します.そ の実,外 科医は泌科には自信はないし・ 従つて診療意欲を持つていませ
ん.た だ面子 とか家庭の事情とかに拘泥 している風です.そ れとも一つ,同 じ流れを汲んで
尿路疾患に接する性病医の協力が乏 しいのは・考えてみれば淋 しいことです.
次に泌科の単独開業は難か しいか ら,外科 とか婦人科 とのコンビネーシヨソを取るのも一
つの方法だという考えがあ ります.こ の点については私は反対です.そ の理由として,① 他
科 との交流が大事だから・②外科や婦人科を兼業すると・どうしても自然・時間を食う泌科




くいわれます.そ れは否定 しません.高 知市には大学はない し・独立 した泌科をもつ官公立
病院 もあ りません.然 し大病院の林立する大都会はさておき・高知 ぐらいの立地条件は全国
探せばまだまだ残つているのではないで しようか.大 都市だつて必ずしも立地条件がゼロだ
とは考えられません.外科医や産婦人科医の大都会の開業医は・単に凛疽を切開 した り,膣




五郎教授の同門で・同僚 で も あ り一 日の先輩でもあつた秋山一雄は,若 き日私に呼びかけ
ました.「 お互いにTripperarztだけにはなるまいじやないか.」 秋山はニユーギニァの
ジャングルに散華 しましたが・この彼の呼びかけは強 く私の胸にきざみつ き,灼 きついて永 脚
く残 りました・私を支えて くれたのは・この彼の言葉でした.彼 がいなかつた ら,今頃私は
暗い横丁に赤い灯をともして・ひつそ り閑と巣を張つていたかも知れません.奇 しくも,こ
こ高知は彼秋山一雄の家郷の地なのです.
冗文徒らに長 く・些か思い上つた風情なきに しもあらず・御寛容の程を願上ます.頓 首.
